
作家・菊池寛が創刊した
国民的総合雑誌 5 3 年分を ジャパンナレッジに搭載

アーカイブズ
1期と 2期を合わせて大正12年の創刊号から昭和50年12月号までの全623冊
を完全収録（増刊号を除く）。4,400名以上の作家・寄稿家の随筆、創作、記事な
ど約210,000ページに及ぶ版面PDFを閲覧できます。記事タイトルや執筆者
名での見出し検索はもちろん、広告を除く全文検索も可能です。

　総合月刊誌『文藝春秋』のすべての記事をデジタル
化する試み、それが「文藝春秋アーカイブズ」です。お
かげさまで第 1 期（大正 12 年 1 月号より昭和 25 年 12
月号）は、好評を博すことができました。
　第 2 期は、昭和 26 年 1 月号から昭和 50 年 12 月号
までの全 300 巻。それはまさに、戦後日本の黄金時代
といえます。
　「もはや『戦後』ではない」―昭和 31 年 2 月号に
掲載された英文学者・中野好夫の評論の題名です。敗
戦からおよそ 10 年がすぎて、混乱や頽廃はひとまず終
わった、日本はもう「戦後」という言葉に甘えてはいけ
ないという主旨ですが、この標題は同年の経済白書で
もつかわれ一躍話題になりました。いまならさしずめ「流
行語大賞」といったところでしょう。
　つづく 3 月号は芥川賞発表号で、受賞作は 23 歳の
新人、石原慎太郎さんの「太陽の季節」です。「もはや『戦
後』ではない」を代表する作家は「足をすべらし墜落も
しかかるだろう。がとにかく登るのだ」と感想を書いて
います。第 1 回の受賞者で、選考委員であった石川達
三が「危険を感じながら、しかし私は推薦していいと思っ
た」と評しているのも印象的です。芥川賞受賞のことば、
選評が読めるのも本アーカイブの魅力の一つです。
　堀江謙一「太平洋横断ひとりぽっち」、松下幸之助「わ
が日本一の借金王時代」、三島由紀夫「東大を動物園
にしろ」等々の記事名をあげれば、高度成長期を迎え
た日本に元気が横溢しているさまが読み取れます。小
林秀雄、田中美知太郎、司馬遼太郎、江藤淳といった
文壇論壇の巨星たちの論考も満載です。卓抜な日本人
論として今でも言及されることの多い山本七平の「『空
気』の研究」もこの時期に連載されたものです。

　そして第 2 期のエポックメーキ
ングはなんといっても、昭和 49
年 11 月号に掲載された「田中政
権を問い直す」という特集記事で
す。立花隆「田中角栄研究―その
金脈と人脈」、児玉隆也「淋しき
越山会の女王」の 2 本の記事の
特集は、田中政権崩壊の引き金
をひいたことで、「雑誌ジャーナ
リズムの快挙として永久に記録さ
れるものとなった」（『出版年鑑』
1975）と言われていますが、同年
10月 9日に発売された当初、新聞はじめ、ほかのメディ
アはほとんど取り上げませんでした。その後、外国人記
者クラブで開かれた昼食会で田中総理が質問攻めにさ
れたことをきっかけに、日本のマスコミは「雪崩現象」
を起こし、総理は退陣に追い込まれます。外国メディア
に弱い日本のメディア体質は昨今のジャニーズ問題と似
ています。
　当時の田中健五編集長は「正義感からではなく好奇
心から発した企画である。新聞その他のマスコミが教え
てくれないから本誌が企画する」と「編集だより」に記
しています。時代の空気が読めるのもアーカイブならで
はの楽しみではないでしょうか。その 2 年前に田中総理
の母フメさんによる「角栄よ デカいこというでねえ」（昭
和 47年 9月号）という手記が掲載されています。「今太
閤」と呼ばれた息子へ「明治の母」からの愛情あふれ
る言葉を最後にご紹介しましょう。
　「総理大臣がなんぼ偉かろうが、あれは出かせぎでご
ざんしてね」―。
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アーカイブズ

購入のご案内
表示価格には消費税 10 % が含まれています。

https://japanknowledge.com/library/

2025年 7月現在

名称 データベース
購入価格

年間システム
利用料

［第1期］〔フルセット〕 1,980,000円 39,600円

分売（1）　文藝春秋1	 大正12年～昭和7年
	 （1923年～1932年） 660,000円 13,200円

分売（2）　文藝春秋2　昭和8年～昭和16年
	 （1933年～1941年） 660,000円 13,200円

分売（3）　文藝春秋3　昭和17年～昭和25年
	 （1942年～1950年） 660,000円 13,200円

［第2期］〔フルセット〕 2,310,000円 46,200円

分売（4）　文藝春秋4　昭和26年～昭和34年
	 （1951年～1959年） 770,000円 15,400円

分売（5）　文藝春秋5　昭和35年～昭和42年
	 （1960年～1967年） 770,000円 15,400円

分売（6）　文藝春秋6　昭和43年～昭和50年
	 （1968年～1975年） 770,000円 15,400円

株式会社 ネットアドバンス（小学館グループ）
〒101-0051  東京都千代田区神田神保町 2-30 昭和ビル3F
E-mail：b2b@japanknowledge.com
TEL：03-5213-0872　FAX：03-5213-0876

株式会社 紀伊國屋書店  （デジタル情報営業部）
〒153-8504  東京都目黒区下目黒 3-7-10
E-mail：online@kinokuniya.co.jp
TEL：03-6910-0518　FAX：03-6420-1359

開発・運営 販売総代理店

［注意事項］ ■	本コンテンツは電子書籍プラットフォームJKBooksのお申込みが必要となります（ジャパンナレッジLibとは別サービスです）。
■	ご購入時に、①JKBooks単独でご利用、または②JKBooksとジャパンナレッジLibの統合利用 のいずれかをお選びください。
	 ① �JKBooks単独でご利用の場合：年間システム利用料としてご購入価格の２%相当額を頂戴いたします（上記料金表参照）。JKBooksの同

時アクセス数は４となります。５以上をご希望の場合は別途ご相談ください。
	 ② �JKBooksとジャパンナレッジLibの統合利用の場合：年間システム利用料はかかりません。同時アクセス数はジャパンナレッジLibに

準じます。
	 ※ジャパンナレッジLibまたはJKBooksのご契約がない場合、別途入会費がかかります。入会費：16,500円（登録、初期設定費用。初回契約時のみ必要）
■動作環境は、ジャパンナレッジLibウェブサイトにてご確認ください。


